
講座名 医療AI・デジタルツイン開発学講座（寄附講座）
英文講座名 Department of Artificial Intelligence and Digital Twin in Healthcare

演題名：多施設デジタルツイン構築を目指した医療データ基盤の構築
演者名：河添悦昌*1、篠原恵美子*2、美代賢吾*2、大江和彦*2,3

先端医療開発研究クラスター
Advanced Medical Development Research Cluster

講座スタッフ：特任教授(非常勤) 大江和彦、美代賢吾
特任准教授 選考中（河添悦昌2018年8月〜25年10月）
特任助教 篠原恵美子

設置期間：第1期2018年8月〜2023年7月
第2期2023年8月〜2028年7月

寄附者（今期）：（株）イーエムシステムズ、（株）
EPNextS、（株）エム・アール・ピー、シップヘルスケア
ホールディングス（株）、ソフトバンク（株）、日本電
気（株）、日本総合システム（株）
協力講座：臨床疫学・経済学分野、糖尿病・代謝内科、
企画情報運営部（2025年3月まで）

次世代医療情報標準FHIRを活用した医療データ基盤 目指す多施設デジタルツインのイメージ

本発表の研究開発は内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第3期 課題「統合型ヘルスケアシステムの構築」（PD:永井良三）
サブテーマD1「医療機関・ベンダー・システムの垣根を超えた医療データ基盤構築による組織横断的な医療情報収集の実現」の支援を受けて実施しています。

背景と目標 各施設の中核システムの開発の概要

*1 医学系研究科社会医学専攻医療情報学分野、*2 本寄附講座、*3 順天堂大学大学院
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